
訪韓外国⼈観光客数世界 22 位、⽇本⼈観光客は⼤きく減少 

 

ソウル駐在員事務所 

福島 

 

 韓国観光公社が発刊した「2013 年訪韓観光市場分析」報告書（以下、報告書）によると、2013 年韓

国を訪れた外国人観光客数は前年に比べて 9.3％増加の 12,175,550 人を記録し、世界インバウンド順位

22 位（前年比 1 ポイント上昇）、アジア・太平洋地域では中国・タイ・マレーシア・香港・マカオに次

ぐ 6 番目の観光客誘致数となりました。 

 

 報告書によると、2013 年もっとも訪韓観光客数が多

かった国は中国で 432 万 6,869 人が韓国を訪れ、前年

に比べて 52.5％増と大きな伸びとなりました。次に多

かったのは日本の 274万 7,750人で、前年に比べ21.9％

減となっています。訪韓外国人観光客数は日本人観光

客の大幅な減少にもかかわらず、前年比 9.3％増の

1,217 万 5,550 人という強い結果となりました。最近よ

く、ソウル中心部の繁華街である明洞（ミョンドン）

などでは日本人観光客が減り、代わりに中国人が多く

なったという話を耳にしますが、今回データによって

それが示される形となりました。中国人観光客数は訪

韓外国人観光客数全体の 35.5％を占めるまでになり、

日本人訪韓観光客数を大きく上回りました（図 1）。  

  

 日本人観光客の減少要因として、両国関係の悪化及び円

安が要因であると報告書は述べています。韓国ウォンは

2012 年からウォン高傾向が続いており対米ドル、特に対

円で大きく上昇しています。大幅に進んだウォン高（図 2）

は日本からの訪韓観光客減少要因の一つであると考えら

れますが、特にウォン高が大きく進んだ 2012 年の訪韓日

本人観光客数は前年比 7.0％増の 351 万 8,792 人（2011

年 328 万 9,051 人）であったことから 2012 年以降の両国

関係悪化という心理的な要因が大きく影響したと考えら

れます。日本人観光客の減少は今年に入っても続いており、

韓国観光公社が発表した「2014 年 6 月外来客入国・国民



ソウル市内で活動する観光案内員
※写真中央の赤いユニフォーム 

海外旅行客及び観光収入・支出動向」によると 1～6 月の日本人訪韓観光客数は前年同期比 13.1％減の

116 万 3,199 人で、減少の理由として政治問題の継続等と分析しています。これに対して 1～6 月の中

国人訪韓観光客数は前年同期比 53.8％増の 266 万 9,601 人となっており、依然として大幅な増加傾向に

あります。 

  

 2003 年以降、訪韓外国人観光客数は 10 年連続で増加してい

ます。特に中国・東南アジアからの観光客が大きく増加してお

り、背景にはショッピングの魅力や K-Pop、ドラマなどの韓流

文化の広まりに加えて積極的な観光広報・プロモーションが大

きく寄与していると考えられます。 

 実際にソウルの街中で感じることは観光客への配慮です。ソ

ウルでは市内の主な観光地域で英語、日本語など外国語対応の

可能な観光案内員が活動しており、外国人観光客向けにガイド

サービスを提供しています。また、昨年 10 月には外国人観光客

の快適で安全な旅行の為、観光警察隊が創設され市内主要観光

地で観光客への道案内などに加え治安強化や法外な料金請求

（ぼったくり）の取締まり等を行っています。これらの対応に

よりソウルを訪れる外国人観光客は安心して観光を楽しむこと

が出来ます。 

 

 2014 年の訪韓外国人観光客数について 2013 年に比べ約 12％増の 1,363 万人に上ると予想されてい

ます。今後も積極的な外国人観光客獲得のための取組により観光都市としての認知度が高まれば更なる

世界ランキング上昇の可能性は十分にあると考えられます。 
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